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１．概要（Summary） 
感光性接着材料による接合強度評価を実施した。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
・両面アライナ露光装置一式（両面アライナ、スピンコータ、

オーブン、現像機、乾燥機） 
・ウエハ接合装置 
・住友精密 TEOS PECVD 装置 
 
【実験方法】 

石英ガラスウエハに感光性接着材料を格子状にパター

ニングし、SiN を 200 nm 成膜したウエハと、接合装置の

条件（温度、圧力）を変えて接合させた。石英ガラスウエ

ハのみを短冊状にダイシングし剥がれた本数を指標に接

合強度を評価した。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
接合温度のみを上昇させた条件では一部剥がれが発

生したが、接合温度、接合圧力を同時に上昇させた条件

ではダイシング時の剥がれは発生しなかった。ダイシング

パターンの一例を Fig. 1 に示す。 
接合温度は必要であるが、接合圧力がキーファクター

であることが分かった、装置上の設定は荷重設定である

為、接着面積が異なるデバイスパターンに対して同じ圧

力になるように設定する必要がある。 

 
Fig. 1 Bonding strength evaluation 
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